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柏
崎
は
宿
場
町
、
廻
船
、

縮
行
商
で
栄
え
、
大
正
十
五

年
十
二
月
改
元
さ
れ
ま
し
た

が
、
金
融
恐
慌
、
関
東
大
震

災
が
あ
り
、
我
国
の
最
大
の

輸
出
品
の
生
糸
の
大
暴
落
で

農
村
は
疲
弊
し
ま
し
た
。
し

か
し
地
元
に
日
本
石
油
、
宝

田
石
油
の
二
大
石
油
会
社
が

あ
り
、
こ
の
危
機
を
な
ん
と

か
乗
り
こ
え
ま
す
。
又
、
新

潟
鉄
工
所
、
理
化
学
興
業
は

農
村
出
身
者
を
あ
て
、
漸
次

衰
退
の
兆
し
の
あ
っ
た
石
油

産
業
に
か
わ
り
、
当
地
の
復

興
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
で

す
。

上
水
道
建
設

　
昭
和
九
年
七
月
、
柏
崎
町

議
会
は
上
水
道
建
設
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。
時
の
町
長

西
巻
進
四
郎
は
、
建
設
の
理

由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。「
世
帯
の
増
加
も
、
工

業
の
興
隆
も
良
質
の
水
を
必

要
と
し
て
い
る
が
、
当
町
に
は

そ
れ
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
」。

　

し
か
し
、
こ
の
画
期
的
な

計
画
も
、
当
所
は
各
方
面
か

ら
必
要
な
し
、
あ
る
い
は
時

期
尚
早
と
の
反
対
意
見
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
古
来
、

柏
崎
の
飲
料
水
は
米
山
水

系
の
鵜
川
の
水
と
砂
丘
の
地

下
か
ら
の
井
戸
水
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
水

質
は
必
ず
し
も
良
く
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
水
源
を
鯨
波

村
川
内
と
決
め
、
前
川
を

せ
き
止
め
て
貯
水
池
を
造
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
翌

十
年
か
ら
工
期
三
年
、
総
事

業
費
六
十
二
万
二
千
円
、
当

時
の
町
予
算
は
八
年
度
で

二
十
八
万
円
で
し
た
か
ら
、

町
の
浮
沈
を
か
け
た
大
事
業

を
西
巻
町
長
は
決
断
し
た
の

で
す
。
そ
の
後
、
第
一
次
か
ら

第
六
次
ま
で
の
拡
張
工
事
に

よ
り
、
柏
崎
町
の
水
不
足
は

解
消
さ
れ
ま
し
た
。

柏
崎
市
の
誕
生

　

新
潟
県
は
、
三
市
す
な
わ

ち
新
潟
、
長
岡
、
高
田
で
す
。

郡
は
十
六
郡
の
時
代
が
長
く

続
き
ま
し
た
。高
田（
上
越
市
）

の
市
制
施
行
が
明
治
四
十
四

年
で
し
た
か
ら
、
か
な
り
お

く
れ
を
と
り
ま
し
た
。
柏
崎

町
は
大
正
十
三
年
大
洲
村
、

下
宿
村
と
合
併
、
同
十
五
年

比
角
村
、
昭
和
三
年
枇
杷
島
、

そ
し
て
昭
和
十
五
年
鯨
波
と

合
併
し
、
人
口
三
万
人
を
超

え
、
昭
和
十
五
年
七
月
一
日
、

待
望
久
し
か
っ
た
市
制
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
五

番
目
、
全
国
で
百
六
十
一番
目

の
市
と
な
り
ま
し
た
。

柏
崎
の
足
跡

　

ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、

宿
場
町
、
廻
船
、
縮
行
商

に
は
じ
ま
り
、
理
化
学
研
究

所
の
設
置
に
よ
り
、
農
村
工

業
が
発
展
し
ま
し
た
。
し
か

し
石
油
事
業
発
祥
の
地
で
あ

る
柏
崎
は
ど
う
し
て
最
後
ま

で
、
こ
の
産
業
を
発
達
で
き

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
石

油
産
業
は
実
は
、
ほ
と
ん
ど

が
長
岡
財
界
の
資
本
で
し
た
。

柏
崎
で
は
内
藤
久
寛
、
牧
口

荘
三
郎
、
久
須
美
秀
三
郎
等

が
い
ま
し
た
が
、
柏
崎
町
は

そ
の
圏
外
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

県
下
有
数
の
工
業
都
市
に

な
っ
た
今
、
時
代
は
新
し
い

時
を
む
か
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
柏
崎
市
の
今
は
、
青

年
期
で
し
ょ
う
か
、
壮
年
期

で
し
ょ
う
か
。
は
た
ま
た
老

年
期
で
し
ょ
う
か
。
あ
れ
だ

け
人
材
を
出
し
た
萩
市
は
終

り
ま
し
た
。
今
後
の
こ
と
を

市
民
で
考
え
る
時
で
し
ょ
う
。

当
市
は
人
口
減
少
、
電
力

問
題
、
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備

等
難
問
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
乗
り
こ
え
て
い
く
で

し
ょ
う
。

　

気
が
付
く
と
還
暦
、
60
歳

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。柏
中
・

柏
高
同
窓
会
の
当
番
幹
事

は
、
６
年
に
１
度
回
っ
て
き

ま
す
。
我
々
高
35
回
は
、
そ

の
当
番
幹
事
が
当
た
る
年
に

合
わ
せ
、
12
年
前
か
ら
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
同
級
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
５
月
４
日
（
日
）
に
柏
崎

市
産
業
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。
一
次
会

は
53
人
の
参
加
、
二
次
会
か

ら
の
参
加
者
を
合
わ
せ
る
と

総
勢
60
人
ほ
ど
の
仲
間
が
久

し
ぶ
り
に
再
会
を
果
た
し
ま

し
た
。
こ
の
戦
略
は
、
同
窓

会
の
当
番
幹
事
の
年
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
同
級
会

を
開
催
す
る
こ
と
で
８
月
の

同
窓
会
へ
の
参
加
の
機
運
を

高
め
る
狙
い
で
す
。
実
績

柏
崎
郷
土
物
語

岩
下 

正
雄
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高
16
）
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は
置
い
と
い
て
、
平
成
25

年
、
令
和
元
年
に
続
き
３
回

目
の
開
催
で
、
今
年
は
「
祝

還
暦　

柏
崎
高
校
35
回
卒

２
０
２
５
同
級
会
」
と
題
し

て
思
い
出
話
と
近
況
話
に
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。
会
場
の

横
看
板
（
写
真
）
は
、
前
回

の
「
令
和
元
年
ス
ペ
シ
ャ

ル
柏
崎
高
校
35
回
卒
同
級

会
」
に
引
き
続
き
、
東
京
渋

谷
区
で
２
つ
の
か
な
書
道
教

室
「
實
心
会
」
主
宰
の
書
家
、

田
村（
荒
川
）由
美
先
生（
高

35
回
）
の
書
に
よ
る
も
の
で

す
。
１
時
間
半
前
に
会
場
入

り
し
て
も
ら
っ
て
助
手
と
文

字
の
割
付
け
を
早
々
に
終
わ

ら
せ
、
大
き
な
筆
で
あ
っ
と

い
う
間
に
書
き
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。「
見
事
」
と
し
か

言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

受
付
で
は
名
札
を
配
り
ま

す
。
必
需
品
で
す
。
名
札
が

い
ら
な
い
く
ら
い
変
わ
っ
て

な
い
仲
間
が
い
れ
ば
、
名
札

が
な
い
と
話
に
な
ら
な
い
仲

間
も
い
た
り
。
ま
ず
は
集
合

写
真
の
撮
影
。
素
晴
ら
し
い

横
看
板
を
バ
ッ
ク
に
整
列
し

ま
す
。
素
人
の
ス
マ
ホ
撮
影

で
す
が
、
画
像
は
撮
っ
て
す

ぐ
に
ア
プ
リ
で
共
有
し
ま
す
。

便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
も

の
で
す
ね
。
そ
し
て
い
よ
い
よ

開
会
。
残
念
な
が
ら
既
に
他

界
し
た
仲
間
へ
の
黙
と
う
の

あ
と
、
乾
杯
、
歓
談
、
校
歌

斉
唱
、
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。
さ
て
、種
は
ま
き
ま
し
た
。

８
月
２
日
、
産
文
大
ホ
ー
ル

に
大
花
火
は
上
が
る
か
、
乞

う
ご
期
待
！

　

令
和
７
年
３
月
３
日

（
月
）、
柏
中
・
柏
高
同
窓
会

の
入
会
式
が
、
高
77
回
と
な

る
卒
業
生
を
迎
え
て
、
午
後

一
時
か
ら
、
柏
崎
市
市
民
プ

ラ
ザ
海
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

進
行
は
昨
年
度
卒
業
生
の

九
里
多
映
さ
ん
で
す
。

　

土
田
新
吾
同
窓
会
長
（
高

16
回
）
か
ら
、卒
業
を
祝
し
、

同
窓
会
入
会
を
歓
迎
す
る
挨

拶
が
あ
り
、
来
賓
の
東
京
柏

会
柄
沢
優
子
幹
事
（
高
32

代
表
中
澤
優
太
さ
ん
の
挨

拶
、
幹
事
全
員
の
自
己
紹

介
、
そ
し
て
最
後
に
校
歌
の

斉
唱
で
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
卒
業
期
幹
事
の
皆

様
に
は
、
入
会
式
に
先
立
つ

２
月
28
日
に
幹
事
の
役
割
等

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

回
）、
関
西
柏
会
中
山
眞
会

長（
高
20
回
）、
新
潟
柏
会
山

田
修
会
長
（
高
17
回
）
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
最
寄
り
の
支
部
へ

の
連
絡
先
登
録
要
請
と
、
支

部
総
会
へ
の
出
席
を
歓
迎
す

る
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

乾
杯
に
続
く
昼
食
と
歓
談

の
後
、
高
77
回
卒
業
期
幹
事

高77回卒業期幹事の皆様

代
表
幹
事
　井 

比
　孝 

広
（
高
35
回
）

祝
還
暦

　柏
崎
高
校
35
回
卒

２
０
２
５
同
級
会
を
開
催
し
ま
し
た

同窓の縁を大切に
逞しく成長を！

● 高77回　同窓会入会 ●

ご
あ
い
さ
つ�

岩�

下　

正�

雄��

　

柏
高
同
窓
会
の
皆
様
、
長
い
間
拙
文
を
ご
覧

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
稿
で
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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私
が
柏
崎
高
校
に
在
籍
し

た
２
年
間
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
第
４

期
申
請
や
、
併
設
型
中
学
校

の
設
置
準
備
等
の
変
革
期
で

し
た
。
教
職
員
の
協
力
に
よ

り
、
確
実
に
前
に
進
ん
で
い

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
窓
生
の
皆
様
の
意
見

を
拝
聴
し
、
柏
崎
高
校
が
向

か
う
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

確
認
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
同
窓
会
総
会
や

各
支
部
で
の
懇
談
会
は
有
意

義
な
場
で
し
た
。

　

柏
崎
翔
洋
中
等
教
育
学
校

に
赴
任
し
て
、
改
め
て
気
づ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
市
内
の
小
・
中
学
校
に

勤
務
し
て
い
る
教
員
の
相
当

数
が
、
柏
崎
高
校
の
卒
業
生

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
柏
崎
高
校
の
同
窓

生
が
今
の
柏
崎
市
の
教
育
の

核
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
改
め
て
、
柏
崎
高

校
の
教
員
は
こ
の
こ
と
を
再

確
認
し
て
、
柏
崎
の
教
育
の

未
来
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
、

様
々
な
形
で
協
力
、
連
携
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

柏
崎
高
校
の
今
後
の
取
組
や

方
向
性
は
、
他
地
区
の
模
範

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

結
び
に
柏
崎
高
校
同
窓
会

と
柏
崎
高
校
の
益
々
の
発
展

を
祈
念
し
、
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
、
同
窓
会
、
奨

学
会
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
て
、
退
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

柏
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

は
柏
崎
刈
羽
地
域
唯
一
の
総

合
病
院
と
し
て
、
地
域
の
救

急
車
搬
送
の
ほ
ぼ
全
て
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。同
時
に
、

こ
れ
ま
で
は
地
域
的
事
情
も

あ
り
、
入
院
が
長
期
化
す
る

患
者
さ
ん
の
療
養
や
病
状
が

安
定
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の

外
来
定
期
通
院
も
担
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
厚
生

労
働
省
が
推
進
す
る
﹃
病

院
は
急
性
期
医
療
を
担
当
す

る
。
安
定
し
た
ら
家
庭
に
帰

り
、
ま
た
は
療
養
施
設
に
戻

り
、
地
域
の
開
業
医
に
移
行

す
る
。﹄
と
い
う
大
き
な
方

針
に
基
づ
い
て
、
患
者
さ
ん

の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

医
療
施
設
は
、
国
が
決
定

す
る
診
療
報
酬
制
度
に
よ
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
診

療
報
酬
が
抑
制
さ
れ
て
い
る

一
方
で
、
原
材
料
費
、
光
熱

費
の
高
騰
は
続
い
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
病
院
経
営
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民

に
と
っ
て
最
重
要
の
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
医
療
資
源（
人
材
、

設
備
、
国
家
財
政
）
を
ど
う

す
る
か
は
、
一
病
院
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

の
医
療
政
策
の
大
き
な
課
題

で
す
。

　
　
　
　

〇

　

私
は
、
縁
あ
っ
て
柏
崎
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

し
、
故
郷
の
医
療
に
携
わ
る

僥
倖
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
医

師
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
は

ど
こ
の
病
院
で
も
同
じ
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
、
柏
崎
で

働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。当
院
で
は
、

医
師
、
薬
剤
師
、
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
診
療

放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技

師
、
医
療
ク
ラ
ー
ク
、
医
事

課
職
員
な
ど
30
名
以
上
の
柏

高
卒
業
生
が
、地
域
の
医
療
・

介
護
・
福
祉
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
国
家
資

格
を
持
つ
者
と
し
て
、
ど
う

い
う
働
き
方
で
ど
う
い
う
人

生
を
生
き
よ
う
か
と
考
え
た

時
、
や
は
り
故
郷
の
病
院
で

働
く
こ
と
を
選
ん
だ
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

〇

　

長
寿（
超
高
齢
化
）
社
会

に
お
い
て
、
当
地
域
で
も
90

歳
超
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
の
子
供
世
代
は

60
歳
超
で
す
。
若
い
人
口
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
若
い

世
代
に
は
若
い
世
代
の
人
生

が
あ
り
、
家
族
だ
け
で
親
の

介
護
を
す
る
時
代
で
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の
役
割

は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、医
療・

介
護
・
福
祉
分
野
の
人
材（
財
）

は
不
足
し
て
い
ま
す
。
柏
高

生
に
進
路
選
択
の
一
つ
と
し
て

医
療
分
野
を
考
え
て
い
た
だ

き
、
柏
崎

に
人
口
が

定
着
し
て

い
け
る
よ

う
、
柏
崎

高
校
と
柏

中
柏
高
同

窓
会
と
連

携
し
て
い

け
た
ら
い

い
な
、
と

考
え
て
い

ま
す
。
医

療
職
は
生

き
甲
斐
を

実
感
で
き

る
仕
事
だ

と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　

〇

　

私
は
、
母
校
に
対
す
る
ア

ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
感
情
を
持

ち
な
が
ら
現
在
を
生
き
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
柏
高
野

球
部
カ
ラ
ー
（
ク
リ
ム
ゾ
ン

レ
ッ
ド
）
の
仕
事
着
に
身
に

包
み
、
そ
れ
を
自
分
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
、

日
々
の
仕
事
に
務
め
て
い
ま

す
。
人
生
は
対
照
実
験
も
再

現
実
験
も
で
き
ま
せ
ん
。
高

校
時
代
を
振
り
返
り
、
違
う

生
き
方
が
あ
っ
た
の
か
と
考

え
れ
ば
、
も
う
一
度
高
校
一

年
生
の
春
か
ら
や
り
直
し
た

と
し
て
も
、
き
っ
と
ま
た
同

じ
道
を
歩
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
結
論
に
戻
っ

て
き
ま
す
。
35
歳
で
医
師
に

な
っ
た
人
生
、
こ
れ
で
よ

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
人
生

に
お
い
て
一
つ
の
選
択
肢
を

選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
、
正
解
選
択
肢
が
ど
れ
な

の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
客

観
的
正
解
は
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
選
ん
だ

道
を
正
解
に
す
る
の
だ
と
い

う
根
性
が
大
事
で
す
ね
。　

海
の
恵 

魚
の
ア
ラ
で
作
っ
た

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
資
材
評
価
協
議
会
登
録
肥
料

株
式
会
社
柏
崎
エ
コ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

代
表
取
締
役

仁

木

　
　
　賢
（
高
17
）

取
　
締
　
役

藤

島

安

之
（
高
17
）

（
高
41
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ   （
〇
二
五
七
） 

二
八―

一
〇
七
七

削
り
を
極
め
た
金
属
部
品
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社 

テ
ッ
ク
長
沢

Ｔ
Ｅ
Ｌ  （
〇
二
五
七
） 

二
四―

一
一
二
五

代
表
取
締
役
社
長

品

田

優

治

㈱
ラ
イ
ブ
商
事

（
高
49
）

長

澤

智

信

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
お
考
え
の
方
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

長
岡
市
幸
町
一
丁
目
三
番
一
〇
号

高

野

法

律

事

務

所

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
二
五
八―

三
五―

四
四
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
五
八―

三
五―

四
四
七
八

辯
護
士

髙

野

　
毅
（
高
30
）

事
務
所

〒940-0084

■
お
詫
び
と
訂
正

　

怒
涛
第
１
０
６
号
の

１
面
「
高
77
回
卒
業
期

幹
事
」
欄
の
お
名
前
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

　
（
誤
）　

武
本
悠
太

　
（
正
）　

武
本
悠
汰

◆ 会費（同窓会運営費）を納めていただき、誠にありがとうございます。
◆ 会の円滑な運営のため、今後とも皆さまのご協力をお願い申し上げます。

卒業回（卒業年/） 件数 納入額
一　　般 1 2,000

〔柏崎中学校〕
38回（昭和17/３） 2 4,000
39回（昭和18/３） 0 0
40回（昭和19/３） 1 2,000
41回（昭和20/３） 2 4,000
42回（昭和20/３） 3 6,000
43回（昭和21/３） 1 2,000
44回（昭和22/３） 2 4,000
45回（昭和23/３） 4 8,000
46回（昭和24/３） 0 0
〔柏崎高等学校〕
１回（昭和24/３） 1 2,000
２回（昭和25/３） 6 12,000
３回（昭和26/３） 17 34,000
４回（昭和27/３） 13 26,000
５回（昭和28/３） 23 46,000
６回（昭和29/３） 23 46,000
７回（昭和30/３） 29 58,000
８回（昭和31/３） 38 76,000
９回（昭和32/３） 37 74,000
10回（昭和33/３） 49 98,000
11回（昭和34/３） 50 100,000
12回（昭和35/３） 42 84,000
13回（昭和36/３） 55 110,000
14回（昭和37/３） 61 122,000
15回（昭和38/３） 52 104,000
16回（昭和39/３） 53 111,000
17回（昭和40/３） 64 128,000
18回（昭和41/３） 91 182,000
19回（昭和42/３） 75 150,000
20回（昭和43/３） 96 192,000
21回（昭和44/３） 55 110,000
22回（昭和45/３） 67 134,000
23回（昭和46/３） 73 146,000
24回（昭和47/３） 49 98,000
25回（昭和48/３） 55 110,000
26回（昭和49/３） 58 126,000
27回（昭和50/３） 69 138,000
28回（昭和51/３） 82 164,000
29回（昭和52/３） 51 102,000
30回（昭和53/３） 65 130,000
31回（昭和54/３） 59 118,000
32回（昭和55/３） 43 86,000
33回（昭和56/３） 34 68,000

卒業回（卒業年/） 件数 納入額
〔柏崎高等学校〕
34回（昭和57/３） 22 44,000
35回（昭和58/３） 39 78,000
36回（昭和59/３） 37 74,000
37回（昭和60/３） 26 52,000
38回（昭和61/３） 21 42,000
39回（昭和62/３） 20 40,000
40回（昭和63/３） 15 30,000
41回（平成元/３） 25 50,000
42回（平成２/３） 21 42,000
43回（平成３/３） 19 38,000
44回（平成４/３） 11 22,000
45回（平成５/３） 16 32,000
46回（平成６/３） 8 16,000
47回（平成７/３） 14 28,000
48回（平成８/３） 9 18,000
49回（平成９/３） 8 16,000
50回（平成10/３） 9 18,000
51回（平成11/３） 4 8,000
52回（平成12/３） 5 10,000
53回（平成13/３） 12 24,000
54回（平成14/３） 6 12,000
55回（平成15/３） 5 10,000
56回（平成16/３） 8 16,000
57回（平成17/３） 5 10,000
58回（平成18/３） 3 6,000
59回（平成19/３） 4 8,000
60回（平成20/３） 6 12,000
61回（平成21/３） 2 4,000
62回（平成22/３） 3 6,000
63回（平成23/３） 2 4,000
64回（平成24/３） 12 24,000
65回（平成25/３） 7 14,000
66回（平成26/３） 7 14,000
67回（平成27/３） 7 14,000
68回（平成28/３） 2 4,000
69回（平成29/３） 1 2,000
70回（平成30/３） 5 10,000
71回（平成31/３） 4 8,000
72回（令和２/３） 4 8,000
73回（令和３/３） 8 16,000
74回（令和４/３） 7 14,000
75回（令和５/３） 6 12,000
76回（令和６/３） 17 34,000

計 2,123 4,261,000

がんばれ！同窓生 25

藤 村 健 夫 さん（高36回卒）

医　　師

藤 村 健 藤 村 健 回卒）回卒）藤 村 健 藤 村 健 夫夫 さんさん（（高高3636回卒）回卒）

医　　師

故郷を守る

① 郵 便 〒945-0065 柏崎市学校町4-1
　　　新潟県立柏崎高等学校
　　　柏中・柏高同窓会 事務局

② ファックス 0257－35－7838
③ Ｅ・メール dotoh@kzh.biglobe.ne.jp
④ 電　話 090－5217－8346

連絡先

■会員の「住所変更・訂正」「物故」の連絡は、上記の
　①郵便　②ファックス　③Ｅ・メールでお願いいたします。
■正確を期すため、④電話での連絡はできるだけ避けてください。
■特に、「物故」の連絡は、必ず ① ② ③ でお願いいたします。

事務局より

柏
崎
の
未
来
に
向
け
て

前
校
長
　

  

北  

岸
　信  

治


